
ŀ別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 ＤＨＣ（ディーエイチシー） 腸内サポート コーンポ

タージュ 

機能性関与成分名 イヌリン 

表示しようとする

機能性 

本品にはイヌリンが含まれます。イヌリンは善玉菌とし

て知られているビフィズス菌を増やし、腸内フローラを

良好にすることで、おなかの調子を整えることが報告さ

れています。本品は、腸内フローラを良好にし、おなか

の調子を整えたい方に適した食品です。 

 

２．作用機序 

 イヌリンはいわゆる食物繊維（野菜などに含まれる不溶性食物繊維など）と

しての生理機能性ではなく、イヌリンとしての独特の機能性を有していること

が明らかとなっている。 

イヌリン独特の機能性としては、腸内細菌、特にビフィズス菌に利用される

機能があげられる。イヌリンはβ（2－1）のフルクトシド結合した重合物であ

り、その構造からヒトの消化酵素では消化されないので（1）、そのままの形で

大腸まで達する。大腸の腸内フローラの優勢菌の一つであり、善玉菌として知

られているビフィズス菌は、イヌリンを分解する酵素を有するので、イヌリン

を優先的に利用し増殖することが知られている（2）。イヌリンによる大腸での

ビフィズス菌の増殖作用については、研究レビュー中のヒト試験論文において

も示されている（3,4）。 

また、ビフィズス菌はイヌリンを利用することで様々な代謝産物を産生する

ことが知られている（5,6,7）。代表的な代謝産物として、酢酸、プロピオン酸、

酪酸などの短鎖脂肪酸、コハク酸、乳酸があげられる。これらの有機酸は腸内

細菌のうち、アンモニアなどの腐敗物質を産生する細菌の増殖を抑制すること

が知られている（8）。また、ビフィズス菌の代謝産物のうち、短鎖脂肪酸は大

腸の平滑筋を収縮させ蠕動運動を促進することが報告されている（9,10，11）。 

研究レビューに使用したヒト試験論文では、糞便中での短鎖脂肪酸、コハク

酸、乳酸の量を測定した結果があるが、その量は増加しなかったとの報告が多

い。これは、これらの有機酸が大腸にてほとんど吸収されるか、または利用さ

れることで、糞便中にはほとんど残存しなかったため差が出なかったものと考

えられる（12,13）。 

イヌリン摂取によるビフィズス菌の増加と、「腸内フローラを良好にすること」

との関連については、以下の通りである。 

ビフィズス菌は、 ヒトの健康にとって有益な働きをすることから、腸内有用
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菌（いわゆる善玉菌）と定義され、善玉菌の増加は腸内フローラを良好にする

とされている(14)。腸内フローラを良好にすることは、下痢や便秘の予防・改善、

宿主へのビタミンの供給、腸内腐敗産物の低減など、宿主にとって有益に作用

することが明らかとなっている(15)。一方で、腸内フローラが不良になると宿主

の不調につながることが知られている。例えば、便秘傾向者の腸内フローラを

解析した研究では、排便回数が正常な被験者と比較して便秘傾向者で

Bifidobacterium 属の割合が減少し、腸内フローラのバランスが崩れていること

が明らかとなっている(16)。 

つまり表示しようとする機能性にある「腸内フローラを良好にする」という

のは、腸内フローラのバランスを善玉菌優勢の状態に保つことが疾病予防と健

康の維持にとって重要であるということを意味している。 

その他にも、腸内フローラは糖尿病、肥満、動脈硬化など様々な疾病と関連

することが知られていることから、腸内フローラを良好にすることは、ヒトの

健康の維持増進につながると考えることができる。 

善玉菌は、ビフィズス菌の他にも存在し、Streptococcus 属や Lactobacillus

属などが知られているが、糞便 1g 当たりの生息数はそれぞれ約 100 億個、1000

万個、10 万個とされており、ビフィズス菌が大多数を占めることが知られてい

る(17)。このことから、善玉菌のうち大多数を占めるビフィズス菌の占有率の増

加は、善玉菌が増加したととらえることができ、イヌリン摂取によりビフィズ

ス菌の数や割合が増加したことは、腸内フローラが良好になったととらえるこ

とができる。 

また、研究レビューにおいては、排便回数および排便量の増加について、明

確に有意差の認められるものは多くなかったが、これは被験者の特性の問題、

すなわち、本研究レビューで採用した論文の多くが、効果が発揮されにくい排

便習慣が正常な被験者を対象にしていることが原因と考えられる。追加的解析

の結果、排便回数が少ない便秘傾向の被験者では、排便回数を増やす効果が明

らかになっていることから、これらを対象とした場合、イヌリンが排便回数お

よび排便量を増やすことは十分に考えられる。 

以上のように、イヌリンは、ヒトの消化酵素によって消化を受けず大腸に達

し、ビフィズス菌などに利用されることで、これらの菌を増殖させる。また、

これらの細菌が増殖するとともに、その代謝産物の効果によって腸内の腐敗物

質産生菌の増殖を抑制したり、大腸の蠕動を促進し排便を促したりすることで、

おなかの調子を整えることが考えられる。このことからイヌリンは、いわゆる

食物繊維としての作用とは異なる作用機序によって生理機能性を発揮している

ことが明らかとなっている。 
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